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１． 研究計画の概要 
 北ケニアで発見した中期中新世の大型類

人猿、ナチョラビテクスの化石は、2 体の

全身骨格と 2 個の頭骨を含む膨大な数にの

ぼる。これらを整理、記載、個別的、また

総合的な分析、調査を行い、ナチョラビテ

クスの諸特徴を探り、現生数人猿とヒトの

共通祖先モデルの構築にも迫る研究である。 
 
２．研究の進捗状況 
 中期中新世類人猿については化石が限

られていたが、上記のように私どもは大量

に発掘、発見した。クリーニングを進める

中で、その中には頭骨の破片も多く、変形

してはいるが欠落した骨がほとんどない頭

骨も２個あり、その復元を試みている。こ

の復元を完成させることで、始めて中期中

新世類人猿の顔面と頭蓋の特徴を知ること

ができる。歯牙化石は顎骨中、または遊離

歯として多数あり、その形態から堅果を中

心とした食性が推定されが、形状分析をさ

らに深めるため小型 CT スキャナをナイロ

ビに持ち込み、スキャン、３次元構築など

をおこない、３次元的な比較分析を行って

いる。椎骨化石は約 50 個あり、ナチョラ

ピテクスの特徴としては頸椎が大きいこと

が挙げられる。上肢に見られる著しい発達

と合わせて考えると、その移動運動は体を

垂直に保った上肢優位なものであると推定

される。しかし、骨盤の分析からは四足歩

行のヒヒ類に似た形態的特徴がみられ、現

生類人猿には似ていないことが判明した。 
この研究の大きな特徴は中期中新世類人

猿の一種について膨大な量の標本に基づく

ことであり、今年度はこれら化石によりナ

チョラピテクスの性差、成長、老化などと

いった生物学的な面も詳しく分析すること

を重要項目の一つとしている。さらに、こ

の化石資料は大型化石類人猿の社会構造を

示唆する可能性もあり、分析を進めること

で、類人猿の社会進化にも迫りたい。環境

に関しては堆積学的、および古生物学的分

析を進め、この類人猿の生息環境の考察を

深めたい。さらに今年度は現生類人猿と人

類の共通祖先としてナチョラピテクスを捉

え、分析データと比較から祖先モデルを構

築したい。年度末にはこのモデルについて

のシンポジウムを内外の研究者を招いて行

う。 
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３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進んでいるので、②とした
いのであるが、化石標本を日本に持ち帰り分
析できないため、その分やや遅れを生じてい
る面もあり、②と③の間と云った方が正確で
ある。 
４．今後の研究の推進方策 
 上述したように、化石標本を直接観察し、
計測、分析するにはナイロビのケニア国立博
物館に滞在する必要がある。その問題を解消
するため、精密な模型標本を作製し、日本に
持ち帰ってはいるが、多くの点で限界があり、 
現地に長期に滞在する必要に迫られている。
そのため、２４年度に第２次研究班を組織し、
分析を続ける予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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